
令和５年度秋季学生表彰 

広島大学は，学術研究活動，課外活動，社会活動等において特に顕著な成績・功績

を挙げた学生を表彰しています。 
 
●学術研究活動（大学院生） 

研究論文，研究業績等が国内外の学界において特に高い評価を受けた者 
◎大学院先進理工系科学研究科博士課程後期／HANIEF ARIEFMAN SANI
（SCI/AHCI論文4編を含む論文5編を執筆し，内1編は，当該分野のトップジャー

ナルであるBuilding and Environment誌に掲載されたほか，国内外の学会で5回
口頭発表を行うなど，関連分野の学術研究に多大な貢献をした） 

◎大学院統合生命科学研究科博士課程後期／古仲 裕貴（世界的に高い評価を受け

るトップクラスの学術ジャーナルNature姉妹誌に筆頭著者論文が掲載されただ

けでなく，Research Briefing として研究紹介を寄稿するなど，関連分野の学術

研究に多大な貢献をした） 
◎大学院医系研究科博士課程／OUOBA SERGE（SCI 論文の筆頭著者3 編を含む，

21 編の論文を発表し（21 編中11 編はq1 ジャーナル），筆頭著者として5 回の

国際学会発表（うち1 回は招待講演）を行うなど，関連分野の学術研究に多大な

貢献をした） 
◎大学院医系研究科博士課程／E BUNTHEN（SCI 論文の筆頭著者2 編を含む，

20 編の論文を発表し（20 編中10 編はq1 ジャーナル），筆頭著者として4 回の

国際学会発表および3 回の国内学会発表を行い，APASL Oncology2022 
Investigator Award を受賞するなど，関連分野の学術研究に多大な貢献をした） 

 


